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交通部会のお知らせ (第２５８回) 

 

日 時 平成３０年２月２７日（火）午後１時半～３時半 

場 所 参議院議員会館 地下１階 Ｂ１０５会議室 

    千代田区永田町２－１－１ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・南北線）①番出口より下車５分、

永田町駅（有楽町線・半蔵門線）①番出口より下車２分。当日、

午後１時より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げます。そ

の時刻前に到着された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにて

お待ち下さい。会議開始後にお越しの方は、受付に「Ｂ１０５

会議室に行きたい」旨お伝え下されば、お迎えに参ります。 

 

議 題  １、最近の交通情勢について 

        挨拶 松本治男 交通部会長（元近畿管区警察局長） 

     ２、平成２９年における交通死亡事故の特徴等について 

     ３、交通事故統計（２月２６日まで） 

     解説 警察庁交通企画課 落合大地課長補佐（警視） 

 

報 告   去る１月２５日開催の第２５７回交通部会は、松本治男部

会長が議長を務め行われました。 

 まず、松本部会長より、「本年に期待する交通事故対策」と題

して開会挨拶がありました。昨年の交通事故死者数は、統計史上

最少を記録し、交通行政に携わってきた者として、誠に喜ばしい

結果となった。今年は、自動運転の実用化が本格化する変革の年

になるであろう。欧州で先頭を行くのはドイツで、すでに緊急時

以外は自動走行するレベル３の高速道路での走行試験まで進ん

でいる。残る課題は隊列走行である。 

次に、警察庁交通局交通企画課 落合大地課長補佐（警視）より、
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「平成２９年の交通事故発生状況」について解説がありました。平成２９

年中の交通事故死者数は、３６９４人で昨年比２１０人の減少。うち高齢

者は３６９４人で１１８人減少し、上がり続けていた高齢者の構成比も０．

１％低下した。本年は、現時点で死者数２５１人と前年比から２４人増加

している。第十次交通安全基本計画の目標値は２５００人という厳しい数

字ではあるが、本年も事故死者数減少に向けて対策に取り組んでいく。 

次に、「運転免許の自主返納制度等に関する世論調査」について解説があ

りました。内閣府が約２千人を対象に自主返納制度に関して世論調査をし

た結果、自主返納制度そのものについては、９５％程度に認知されている

が、運転免許証に代わる運転経歴証明書の認知度は約５０％強、運転適性

相談の認知度は２５％程度であった。免許返納の動機は、「自分で身体機能

の低下を感じた」が７５％と高く、「家族や医師など周囲から止められた」

は、高齢者の間では２５％程度であった。返納するつもりはないと回答し

た層も１０％いる。 

 この後、委員一同にて盛んな意見交換があり、以下のような意見が出まし

た。◎以前テレビで民間人がタクシー業者の代行を安価で行う地域が特集さ

れ、一様に好評だったという。全国展開はタクシー業者の反対もあって難し

いだろうが、こうした取り組みが増えていけばいいと思う。◎インフラ維持

のため、高齢者の定住地を集約し、行動範囲を狭めて車の需要を減らせばよ

いという意見もあったが、自分の住む土地を離れたくないという意見もあっ

た。◎運転経歴証明書が免許証の代わりを果たすことが民間レベルまでは浸

透しきれていないという実態もあった。◎独居高齢者の情報源は主として役

所の訪問である。振り込め詐欺のように役所と連携して免許返納の情報を知

らせていただければ助かる、などの意見が出ました。 

 

協和協会事務局 03-3581-1192  時代を刷新する会事務局 03-3272-4320 

★ 資料代 会員５００円 

次回、２月２７日（火）の交通部会（参）に 
 

出・欠 （いずれかに○印） 
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    テロ対策への警備からの要請上、会員に限ります。 

非会員で参加希望者は、2 日前までに履歴書をご提出下さい。 

（その際の会費は二千円となります。） 
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